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「ふるさと元気プロジェクト」7か条

化粧品産業を通じて、ふるさと（地域・日本）の元気に貢献します
日本の環境から得られ、世界が享受する価値を持っている素材を選びます
素材の選定には、その素材の生育（採取）に最も優れた土地を選びます
生産される素材は、最も優れた生産技術者によって作られた素材を選びます
素材は余す事無く使用し、廃棄部分を極力少なくする努力を行います
皮膚への有用性と安全性が最適化する加工技術を用いて原料とします
素材の付加価値が最大化する相応しい表現をもって市場に伝えます
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問い合わせ先：サティス製薬 03-5646-2434／企画・制作：WWDBEAUTY

S AT IC I N E  M E DIC A L

TEXT : YOSHIE KAWAHARA,  DESIGN : JIRO FUKUDA

ブランド・消費者・生産者をつなぐ “正しい綺麗 ”の好循環

人でも多くの女性に正しい綺麗を」を理念に掲げ
る化粧品OEMメーカーのサティス製薬は、2010

年に「ふるさと元気プロジェクト（以下、FGP）」を発足し
た。これは、日本全国のさまざまな天然素材をスキンケア
の原料として化粧品に配合し、“人の肌を綺麗”にすること
と生産地の活性化を同時に目指すプロジェクトだ。スター
トから14年。その規模は広がり、地域活性化の好循環を
生む取り組みとして、化粧品業界の枠を超えて高く評価さ
れている。

めの原料を妥協したくない」という思いをきっかけにス
発開う合き向とみ悩肌るあ、前足発のPGF「。たしトータ

案件があり、最適な原料を探索したものの既存の原料に
相当するものがなかった。高性能な製品を作り出す方式
は『ハイスペックな原料×処方する技術』であるため、原
料を妥協するわけにはいかなかった。そこで、適した原
料を自分たちで創り出せないか？と思い立った」。現在に
至るまで、開発した原料は100種を超える。生産者のこだ
わりが詰まった原料を、化粧品を媒体として全国に流通
させ、知名度向上と地域振興によって生産者へ価値を還
元するFGPは、生産者応援プロジェクトとして日々進化を
遂げている。

てれさ合配「、はらかーカーメ品粧化るす同賛にPGF　
いる原料がどんな環境で誰に育てられているかまで知る
ことができ、よりトレーサブルなものづくりができている」
「原料の産地を訪れる人にも知ってもらいたいと思い、そ
の産地でも商品を販売する取り組みを行った」などの声
が寄せられている。生産者は素材を販売することで出荷
数が増え、サティス製薬は理念に基づいた高性能な製品
を開発できる。そして販売メーカーは差別化に繋がる商
品を展開でき、消費者は美容に関する素材や産地情報が
得られると同時に、日々の化粧品の購入で社会に貢献で
きる。さらには、素材に興味を持った消費者が産地を訪
れ、地域振興や文化継承のきっかけとなる好循環をFGP
は描いている。この循環はOEMメーカーというポジショ
ンだからこそできるものであり、同社は多くの販売メー
カーと連携しながら、情報を共有・拡散している。

無二の素晴らしい効能を持つ原料を生産しながらも、後
一な逸秀「。るあもろことたっましてえ絶途くないが者継

次産業が、もっと割に合う仕事にアップデートされるべき
だ。今後、日本のスキンケアが世界で活躍し、日本の自然
と一次産業が創り出す『日本の原料』が世界のトップ水準
だと、世界が認める状態をつくり出していきたい」。

「１

COMPANY PROFILE ： サティス製薬
化粧品のOEMメーカーとして、約800ブランドの開発・生産を手がけ、埼玉

投資家としての顔も持ち、スタートアップ企業のバルクオムやメデュラなど
にも出資している

「Japan Beauty and Fashion Tech Awards 2023 」大賞を受賞

人「、し催主がルイタスイアるす営運をどなemsoc＠は賞同　
を幸せにするイノベーション」としての可能性を持つ商品や
サービス、活動などに与えられる。革新性、事業性、技術性、社
会性という評価基準に沿って審査され、大賞・準大賞・特別賞が
発表される。審査員からは「OEM企業のR&Dとして日本の希
少な農産物のデータベースを持ち、地域・素材・商品企画をつな
ぐ取り組みは、生産者、消費者、ブランド、そしてサティス製薬
自身と“四方良し”の仕組みであり、社会性が高い」と高く評価
された。世界中で原料のトレーサビリティーが求められる今、
今後FGPのグローバル発信に期待する声も聞かれた。

TOPICS

サティス製薬は、ふるさと元気プロジェクト7か条の理念
に基づき原料を開発。日本の“ふるさと”が守ってきた、
ナンバー1かつオンリー1の植物・生産者を厳選している

原料開発数が100種に到達！

が料原品粧化たれま生てっよに」PGF「、月7年32　
100種類を超えた。同原料を配合した化粧品の年間出
荷数は、発足当時の10年は14万個だったが、22年には
2700万個以上に増加。数字でも共感と支援の輪が広
がっていることを示している。
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北海道
「亜麻花の

天色ポリフェノール」

鹿児島県
「徳之島みかん
ノビレチン」

山形県
「小野川温泉の
活性型イソフラボン」

大分県
「梔子の

植物レチノイド」
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「ふるさと元気プロジェクト」全体スキーム

　地域農産品（日本の自然素材）の持つ従来の固有
の価値（バリュー）に、化粧品OEM会社の持つ技術
力と化粧品販売メーカーの企画販売力、消費者の
評価などが新たに加わることにより、価値が連鎖
的に高まる（バリューチェーン）。販売メーカー
はダイレクトに消費者に商品（バリュー）を
届け（D2C）、消費者はその化粧品を通じ
て、その生産地域に共感を覚え、日本
の自然素材がサステナブルな産業
へと成長するスキームを描く。 究研 ・ 
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サティス製薬 代表取締役 

PROFILE：（やまざき・さとし）1972年9月
18日生まれ、東京都出身。アトピー性皮

で術技「、りわ関とちたもど子う患を炎膚
皮膚を変え、皮膚が変わることで人生が変
わる」、そんなきっかけを広く提供したいと
99年12月にサティス製薬を起業した


